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国
民
の
皆
さ
ん
は
、
将
来

幹
部
自
衛
官
と
な
る
人
材
を

育
成
し
て
い
る
防
衛
大
学
校

（
横
須
賀
市
）
に
、
海
外
留

学
生
が
い
る
こ
と
を
こ
存
知

で
し
ょ
う
か
。

現
在
、
防
大

（本
科
）
に

は
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、モ
ン
コ
ル
、

ベ
ト
ナ
ム
、
韓
国
、
ル
ー
マ

ニ
ア
、
カ
ン
ホ
シ
ア
、
東
テ
ィ

モ
ー
ル
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
、
ト
ン
ガ
、
フ
ィ
ジ
ー
か
ら

■
■
２
名
の
留
学
生
が
在
籍

し
、
６
年
間
の
教
育

・
訓
練
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
研
究
科

（大
学
院
）
に
も

留
学
生
が
い
ま
す
。
（
令
和
８

年
４
月
時
点
　
防
大
Ｈ
Ｐ
よ

り
）防
人
は
、
今
か
ら
６８
年
前
の

昭
和
３３
年

（
■
９
５
８
年
）
、

初
め
て
タ
イ
か
ら
留
学
生
を
受

け
入
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
こ

れ
ま
で
お
よ
そ
５
０
０
名
に
も

上
る
各
国
の
留
学
卒
業
生
を
輩

出
し
て
来
て
い
ま
す
。
彼
ら
‐・ょ
、

帰
国
後
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
活
躍

し
て
お
り
、
市
く
か
ら
の
留
学

生
た
ち
の
な
か
に
は
、
日
本
の

統
合
幕
僚
長
の
よ
う
な
軍
人
の

最
高
位
で
あ
る
軍
最
高
司
令
官

や
ＦＩ
本
の
航
空
幕
僚
長
の
よ
う

な
空
軍
ト
ッ
プ
の
空
軍
最
高
司

令
富
を
始
め
、
軍
の
枢
要
な
地

位
を
占
め
て
い
る
Ｏ
Ｂ
も
沢
山

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
卒
業
生
の

み
な
ら
ず
、
怪
我
や
病
気
等
の

た
め
途
中
で
帰
国
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
学
生
た
ち
も
本
国
で
そ

れ
ぞ
れ
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
灰

聞
し
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
、

壮
年
層
の
卒
業
生
に
つ
い
て

は
、
そ
の
回
の
軍
の
中
核
を
占

め
て
い
る
と
言
一
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
海
外
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動

に
派
遣
さ
れ
た
自
衛
隊
員
が
現

地
で
他
国
の
防
大
卒
業
生
と
会

い
、
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
オ

ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行

っ
た
と

か
、
防
衛
関
係
の
国
際
会
議
で

日
本
語
が
飛
び
交
い
実
は
防
大

出
身
者
が
多
か

っ
た
と
か
、
ジ

ャ
カ
ル
タ
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
大

使
館
の
武
官
補
佐
官
に
就
任
し

た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
軍
の
防
大

卒
業
生
か
ら
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
軍
の
み
な
ら
ず
何
人
か
の
各

国
の
防
大
卒
業
生
に
会
い
、
脇

襟
を
開
き
盛
り
上
が

っ
た
旨
の

連
絡
を
受
け
る
な
ど
、
世
界
各

地
で
卒
業
生
の
絆
の
強
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
る
話
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ

ん
．防
大
留
学
生
は
、
最
初

の
■
年
間
は
日
本
語
研
修
生
と

し
て
主
に
日
本
語
の
学
習
に
励

み
そ
の
修
得
に
努
め
ま
す
。
そ

の
後
４
年
間
、
学
問
と
訓
練
の

日
々
を
お
く
り
ま
す
。

・
防
人
で
は
、
紹
学
生
は
、
い

わ
ゆ
る

「お
客
さ
ん
」
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
厳
し
い
教
育

・
指

導
に
、
日
本
人
学
生
と
留
学
生

の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
ピ
〓
葉

の
ハ
ン
デ
ィ
を
合
め
異
口
で
苦

闘
す
る
留
学
生
の
皆
さ
ん
は
、

本
当
に
大
変
て
し
ょ
う
が
、
ど

こ
ま
で
も
プ
ラ
ス
思
考
で
頑
張

っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

彼
ら
に
Ｌ

っ
て
、
日
本
の
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
で
あ
る
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
心
か
ら
力
い

っ
は
い
の
声

援
を
送
り
ま
す
。

選
学
生
を
含
む
防
人
生
は
、

課
業
を
通
じ
て
ま
た
寝
食
を
共

に
し
て
濃
厚
な
時
間
を
過
む
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
大
隊
に
所

晟
し
、
先
菱

。
同
期

。
後
輩
の

絆
は
強
く
結
び
付
か
れ
る
こ
Ｌ

と
な
り
ま
す
。

先
日
、
小
泉
防
衛
大
臣
が
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
問
さ
れ
、
プ

ラ
ポ
ウ
ォ
大
統
領
の
私
邸
に
招

待
さ
れ
た
際
、
国
人
統
領
は
防

大
卒
業
生
も
招
め
て
小
泉
大
臣

に
引
き
合
わ
せ
て
く
だ
さ

っ
た

由
。
ま
た
大
統
領
の
隣
に
い
た

現
職
の
農
業
副
大
臣
も
防
大
卒

業
生
だ

っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

を
問
う
声
が
あ
り
ま
す
が
、
防

大
の
留
学
生
制
度
ほ
ど
日
本
の

国
際
貢
献
や
国
造
り
支
援
を
感

じ
ら
れ
る
も
の
が
他
に
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
費
用
対
効
果
と
言

っ
た
観
点
か
ら
も
、
こ
れ
ほ
ど

有
用
な
施
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
Ю
月
、
正
式
加
盟
申
講

か
ら
■
年
７
か
月
の
長
き
を
経

防
大
留
学
生
（６
月
Ю
目
小
泉
防
衛
人

て
、
よ
う
や
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に

臣
記
者
会
見
よ
り
）
　

　

加
盟
し
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
も
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
み
な

２
０
■
０
年
か
ら
防
人
に
留
学

ら
す
、
各
国
の
防
大
卒
業

生
を
送
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ

生
は
、
軍
の
み
な
ら
す
政
治
家

こ
で
待
記
す
べ
き
は
、
激
し
い

を
合
め
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ

独
立
回
復
閉
争
を
主
導
し
、
独

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
日
本
と

立
後
の
防
衛

。
安
全
保
障
の
在

の
最
重
な
懸
け
橋
に
な

っ
て
く

り
様
や
女
性
の
活
鰹
を
路
ま
え

れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
と

っ
て
、　
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
指
導
者
シ

か
け
が
え
の
無
い
極
め
て
大
切
　
ャ
ナ
ナ

・
ク
ス
マ
ン
首
相
の
人

な
人
的
ア
セ
ッ
ト
で
す
の
　
　
　
変
強
い
要
請
を
受
け
、
防
人
が

日
本
の
国
力
低
下
と
相
侯

っ
　
史
上
初
め
て
女
性
留
学
生
を
受

て
、
国
際
的
に
日
本
の
存
在
惑

け
入
れ
た
の
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル

，敦
」の
体
用プ
ψ
■
１
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、

ヽ

と
い
う
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
若
者
で
す
。

あ
れ
か
ら
、
既
に
１７
名

（
う

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
女
性
■
名
）
が
卒
業
し
、
い

　

ガ
ン
バ
レ
東
テ
ィ
モ
ー
ル

ず
れ
も
国
軍

（総
兵
力
約
３
５

の
留
学
生
―

０
０
名
）
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
　

…
…
…
…
…
…
…
…
‥
…
…

今
年
度
は
、
男
性

（
繋
歳
）
と

北
原
　
巖
男

（き
た
は
ら
い

久
し
ぶ
り
の
女
性

（
１９
歳
）
の

わ
お
）
　

一九
防
衛
施
設
庁
長

２
名
が
新
た
に
入
校
し
て
い
ま

富
。
元
東
テ

ィ
モ
ー
ル
大

す
。
筆
者
も
，
彼
ら
を
成
簡
空

使
。
現
日
本
東
テ
ィ
モ
ー
ル

港
に
出
迎
え
ま
し
た
が
、
い
ず

協
会
会
長
。

（
公
社
）
隊
友

れ
も
瞳
輝
き
爽
や
か
な
笑
顔
の
　
会
理
事

初
め
て
留
学
生
を
送
る
時
―
　
　
彼
ら
が
、
吉
田
学
校
長
は

グ
ス
マ
ン
首
相
や
ル
ア
ク
国
軍

じ
め
教
職
員
の
皆
様
の
厳
し

司
令
富
な
ど
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の

く
も
温
か
い
＾
」指
導
を
、
将

指
導
者
は

「我
が
国
は
民
主
国

来
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
担
い

家
で
あ
る
。
日
本
の
自
衛
隊
が

得
る
実
力
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ

我
が
民
主
国
家
国
軍
の
目
標
で

プ
の
素
地
を
身
に
付
け
る
絶

あ
る
。
し

っ
か
り
学
ん
で
自
衛

好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
ど

隊
の
よ
う
な
国
軍
を
創
り
上
げ
　
こ
ま
で
も
ハ
ン
グ
リ
ー
に
挑

て
も
ら
い
た
い
」
と
留
学
予
定

戦
し
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て

の
若
者
た
ち
に
訓
示
し
ま
し

上
み
ま
せ
ん
。
同
時
に
、
大

た
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
に
防
大
生
活
を
楽
し
ん
で


